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第
21
章　

深
ま
る
住
宅
不
況
と
の
た
た
か
い	

61

第
22
章　

老
人
保
健
法
と
の
た
た
か
い	

62

第
23
章　
「
非
常
事
態
宣
言
」
の
嵐
の
中
で	

63

第
24
章　

健
保
・
国
保
大
改
悪
と
の
た
た
か
い	

64

第
25
章　

住
宅
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
出
す	

67

第
26
章　

建
設
産
業
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て	

68

第
27
章　

た
た
か
っ
て
つ
ぶ
し
た
売
上
税	

69

第
28
章　

竹
下
内
閣
の
消
費
税
と
た
た
か
う	

71

第
29
章　

50
万
人
の
峰
に
達
し
た
全
建
総
連	

72

第
30
章　

結
成
30
周
年
を
迎
え
た
全
建
総
連	

73

｢

全
建
総
連
65
年
史
」
の
発
刊
に
あ
た
っ
て	

1

第
１
部
（
前
史
～
結
成
30
年)

第
１
章　

建
設
労
組
統
一
へ
の
歩
み	

24

戦
後
初
の
全
国
組
織
、

全
日
本
土
建
一
般
労
働
組
合
の
結
成	

24

結
成
１
年
４
ヵ
月
、
分
裂
の
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
る	

25

共
同
闘
争
で
「
日
雇
健
康
保
険
制
度
」
を

か
ち
と
る	

26

１
９
５
８
年
メ
ー
デ
ー
の
日
に
「
統
一
に

関
す
る
声
明
」	

27

｢

土
建
労
組
統
一
準
備
会
」
が
発
足	

30

第
２
章　

全
建
総
連
の
誕
生
（
１
９
６
０
年
）	

30

｢

す
べ
て
の
建
設
労
働
者
を
全
建
総
連
に

結
集
し
よ
う
」	

31

第
３
章　

協
定
賃
金
運
動
の
飛
躍
的
前
進	
32

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
４
０
０
０
人
の

中
央
集
会	

33

第
４
章　

着
々
進
む
全
建
総
連
の
組
織
建
設	

34

第
５
章　

社
会
保
障
闘
争
を
推
進
し
た
全
建
総
連	

35

第
６
章　

日
雇
健
保
―
60
年
代
末
の
決
戦
（
上
）	

37

第
７
章　

日
雇
健
保
―
60
年
代
末
の
決
戦
（
下
）	

39

第
８
章　

建
設
業
法
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
（
上
）	

41

第
９
章　

建
設
業
法
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
（
下
）	

42

第
10
章　

日
雇
健
保
の
打
ち
切
り
と

　
　
　
　

建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
の
設
立	

44

第
11
章　

疾
風
怒
濤
の
時
代
か
ら
着
実
な
建
設
の

　
　
　
　

時
代
へ	

 

46

第
12
章　
「
狂
乱
イ
ン
フ
レ
」
と
の
た
た
か
い
（
上
）	

47

第
13
章　
「
狂
乱
イ
ン
フ
レ
」
と
の
た
た
か
い
（
下
）	

49

第
14
章　

住
宅
政
策
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
（
上
）	

50

第
15
章　

住
宅
政
策
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
（
下
）	

52

第
16
章　

国
保
組
合
へ
の
定
率
補
助
を
獲
得	

53

第
17
章　

大
き
な
反
響
呼
ん
だ
「
職
人
憲
法
」	

54

第
18
章　

国
民
に
と
け
こ
む
「
住
宅
デ
ー
」
の
始
ま
り	

56

第
19
章　

再
び
建
設
資
材
の
暴
騰
と
た
た
か
う	

57

第
20
章　

結
成
20
周
年
を
迎
え
た
全
建
総
連	

59

目
　
　
次
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 ︻
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）】

建
設
国
保
の
制
度
安
定
・
補
助
増
額
を
求
め
る

請
願
が
衆
議
院
厚
生
委
員
会
で
採
択

▽
湾
岸
戦
争
の
終
結
を
求
め
る
運
動	

76

▽
予
算
要
求
行
動
、
建
設
国
保
の
請
願
採
択
に
つ
い
て	

77

▽
日
建
連
が
完
全
土
曜
休
日
を
打
ち
出
す	

78

▽
雲
仙
普
賢
岳
が
噴
火　

支
援
で
カ
ン
パ
活
動	

78

▽
全
国
青
協
が
結
成
30
周
年
記
念
祝
賀
会	

79

▽
青
年
の
代
表
団
が
訪
ソ
し
交
流	

79

▽
全
国
建
設
技
能
者
国
民
年
金
基
金
を
設
立	

79

▽「
あ
ん
ぜ
ん
共
済
」
が
発
足	

80

▽
国
際
建
設
林
産
労
連
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議	

80

▽
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
住
宅
事
情
調
査	

80

▽
中
国
建
築
工
会
の
招
待
で
訪
中	

81

▽
第
32
回
定
期
大
会
は
石
川
県
加
賀
市
で	

81

▽
江
口
利
作
元
委
員
長
が
逝
去	

81

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	
81

 ︻
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）】

調
査
開
始
以
来
、
最
高
の
伸
び
で
60
万
人
組
織
を
達
成

▽
健
保
法
「
改
正
」、
新
た
に
「
医
療
保
険
審
議
会
」
が
発
足	

84

▽
予
算
要
求
行
動
に
つ
い
て	

85

▽
60
万
人
組
織
を
達
成
す
る	

86

▽
職
人
春
闘
、
悪
天
候
対
策
を
め
ぐ
る
動
き	

87

▽
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
（
全
建
総
連
型
住
宅
）
が
ス
タ
ー
ト	

89

▽
厚
木
基
地
内
の
工
事
で
重
大
な
労
働
災
害	

90

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
を
求
め
て	

90

▽
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
労
働
者
代
表
顧
問
を
派
遣	

91

▽
第
33
回
定
期
大
会
は
宮
崎
県
宮
崎
市
で	

91

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

91

 ︻
１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）】

ゼ
ネ
コ
ン
と
政
・
官
癒
着
糾
弾

▽
公
共
工
事
の
不
正
・
腐
敗
防
止
を
求
め
る	

92

▽
細
川
連
立
政
権
が
発
足　

自
民
党
支
配
に
終
止
符	

93

▽「
10
割
給
付
は
や
め
て
欲
し
い
」
と
国
保
課
長	

94

▽
予
算
要
求
行
動
に
つ
い
て	

95

▽「
め
ざ
す
べ
き
工
務
店
像
」
を
作
成	

96

▽
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
鹿
児
島
で
の
集
中
豪
雨
を
う
け	

　

カ
ン
パ
活
動	

97

▽
現
場
の
ガ
ス
事
故
で
仲
間
が
犠
牲
に	

97

▽
吉
林
省
建
設
工
会
の
招
待
で
訪
中	

98

▽
第
34
回
定
期
大
会
は
滋
賀
県
守
山
市
で	

98

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

98

第
２
部
（
結
成
31
年
～
65
年)

 ︻
１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）】

村
山
総
理
に
要
請
、
特
調
で
過
去
最
高
の
上
積
み
達
成

▽
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
糾
弾
、
怒
り
の
集
会

　
「
主
張
と
提
言
」
ま
と
め
る	

102

▽
１
１
８
万
余
の
署
名
を
積
み
上
げ
決
起
大
会	

103

▽
消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
で
１
０
０
万
人
署
名	

104

▽
村
山
総
理
に
要
請
、
予
算
と
消
費
税
で	

105

▽
予
算
要
求
行
動
に
つ
い
て	

105

▽
公
契
約
法
・
条
例
要
綱
試
案
を
公
表	

106

▽「
全
建
総
連
30
年
史
」
を
発
行	

107

▽
全
建
総
連
会
館
の
中
建
国
保
持
分
を
購
入	

107

▽
第
35
回
定
期
大
会
は
徳
島
県
徳
島
市
で	

108

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

108

 ︻
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）】

結
成
35
年
で
70
万
人
突
破　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
全
国
の
仲
間
が
支
援

▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
救
援
と
復
興
支
援	

110

▽
全
建
総
連
結
成
35
周
年
・
70
万
人
達
成
祝
賀
会
を
開
く	

113

▽
社
会
保
障
勧
告
と
、
朝
日
新
聞
の
「
国
保
組
合
批
判
」

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン	

115

▽
予
算
要
求
行
動
～
「
国
保
組
合
に
対
す
る
特
別
助
成
」
は

　

２
１
９
・
５
億
円	

117

▽「
家
づ
く
り
職
人
の
世
界
」
を
作
成	

119

▽
技
能
競
技
で
仲
間
が
活
躍	

119

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
が
強
化	

119

▽「
建
設
業
に
よ
る
労
災
１
１
０
番
」
を
実
施	

120

▽「
私
の
戦
後
50
年
」
を
発
行	
120

▽
坂
本
元
委
員
長
が
自
伝
を
出
版	
120

▽
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｗ
Ｗ
の
代
表
団
が
全
建
総
連
を
表
敬
訪
問	

121

▽
第
36
回
定
期
大
会
は
群
馬
県
水
上
町
で	

121

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

121

 ︻
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）】

医
療
保
険
改
悪
の
流
れ
強
ま
り
、国
保
補
助
金
に
初
の
切
り
込
み

▽
手
間
請
の
労
働
者
性
で
、
新
し
い
判
断
基
準	

124

▽「
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
、
検
討
す
べ
き
」
と
医
保
審	

125

▽
会
計
検
査
院
の
検
査
が
国
保
組
合
へ	

126

▽
不
退
転
の
決
意
で
健
保
適
用
除
外
手
続
き
を
促
進	

127

▽「
医
療
保
険
改
悪
反
対
、
建
設
国
保
守
れ
」
で
集
会
と

　

大
臣
交
渉
（
事
務
次
官
と
面
会
）	

129

▽
予
算
要
求
行
動
～
建
設
国
保
設
立
以
来
、
初
の
補
助
金

　

切
り
込
み	

129

▽
建
設
業
４
団
体
と
初
め
て
の
懇
談	

132

▽
25
回
目
の
ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業
交
渉	

133

▽
住
専
処
理
へ
の
公
的
資
金
導
入
反
対
、
消
費
税
率

　

引
き
上
げ
反
対
で
集
会
・
要
請	

133
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 ︻
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）】

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
結
成
40
周
年
を
迎
え
る

▽
４
月
か
ら
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト　

一
方
で
年
金
改
正
法

　

が
成
立	
196

▽
読
売
新
聞
が
国
保
組
合
批
判　

総
務
庁
は
行
政
監
察
で

　

勧
告	

198

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成
は

　

２
５
３
億
５
０
０
０
万
円	

200

▽
基
本
問
題
調
整
委
員
会
の
報
告	

201

▽
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
大
幅
に
下
落
、
建
設
省
と

　

話
し
合
い	

203

▽
生
活
危
機
突
破
で
決
起
集
会	

205

▽
品
確
法
の
施
行
と
「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
の
取
り
組
み	

205

▽
厳
し
い
建
設
不
況
下
で
拡
大
行
動
と
合
わ
せ
脱
退
対
策
を

　

強
化	

206

▽
出
稼
ぎ
労
働
者
の
手
間
請
労
災
「
再
審
査
請
求
」
を
支
援	

207

▽「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
へ
の
檄
文
掲
載
問
題	

207

▽
第
41
回
定
期
大
会
は
岩
手
県
盛
岡
市
で	

208

▽
全
建
総
連
結
成
40
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
く	

208

▽
健
保
法
改
悪
反
対
で
緊
急
集
会	

209

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

209

 ︻
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）】

全
建
総
連
運
動
の
一
層
の
強
化
、
相
互
信
頼
を
図
る
た
め

規
約
を
改
正

▽
全
建
総
連
基
本
問
題
検
討
委
員
会
等
の
経
過
と

　

全
建
総
連
の
連
合
会
と
し
て
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て	

172

▽
建
設
国
保
の
「
10
割
給
付
の
道
」
を
守
る
た
た
か
い	

185

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成
は

　

２
４
３
億
５
０
０
０
万
円	

188

▽「
ま
ご
こ
ろ
」
の
幹
事
会
社
東
邦
生
命
が
破
綻
、

　

新
幹
事
会
社
は
「
日
本
生
命
」
へ	

190

▽
品
確
法
が
成
立
、
新
築
住
宅
に
10
年
間
の
保
証
義
務	

190

▽
国
際
住
宅
保
証
会
議
に
住
対
部
長
を
派
遣	

191

▽
日
本
の
労
働
組
合
員
数
が
調
査
開
始
以
来
、

　

最
大
の
減
少
に	

191

▽
産
業
廃
棄
物
問
題
で
学
習
会	

192

▽
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
仲
間
が
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を

　

受
賞	

193

▽「
大
人
に
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」
で
大
工
が
初
の

　

ト
ッ
プ
に	

193

▽
派
遣
法
等
の
改
悪
反
対
で
座
り
込
み
行
動	

193

▽
賃
金
・
退
職
金
不
払
い
事
件
が
最
多
に	

193

▽
戦
争
法
反
対
で
共
闘
、
５
万
人
の
大
集
会	

193

▽
第
40
回
定
期
大
会
は
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で	

194

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

194

▽
労
働
大
臣
に
建
退
共
で
要
請	

134

▽
林
野
庁
長
官
に
木
造
住
宅
の
振
興
等
を
要
請	

134

▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
支
援
１
周
年
式
典
を
開
催	

134

▽
第
37
回
定
期
大
会
は
広
島
県
広
島
市
で	

135

▽
機
関
紙
「
全
建
総
連
」
１
５
０
０
号
へ	

135

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

135

 ︻
１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）】

医
療
保
険
改
悪
と
10
割
給
付
へ
の
圧
力
強
ま
る
、

組
織
は
最
高
現
勢
へ

▽
消
費
税
率
が
３
％
か
ら
５
％
へ
引
き
上
げ	

138

▽
医
療
保
険
改
悪
反
対
の
た
た
か
い	

139

▽
医
療
保
険
抜
本
改
革
と
建
設
国
保
の
「
10
割
給
付
の
道
」

　

を
守
る
た
た
か
い	

142

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成
が
初
め
て

　

前
年
よ
り
減
額
に	

147

▽
協
定
賃
金
運
動
を
総
括
し
、
新
し
い
賃
金
運
動
を

　

ス
タ
ー
ト	

150

▽
タ
ン
カ
ー
事
故
で
仲
間
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	
152

▽
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
「
契
約
労
働
」
で
審
議	
152

▽
３
回
目
の
「
建
設
労
災
１
１
０
番
」	

152

▽
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
に
72
人
が
参
加	

152

▽
第
38
回
定
期
大
会
は
三
重
県
伊
勢
市
で	

153

▽
組
織
が
大
き
く
発
展
、
最
高
現
勢
75
万
３
３
６
０
人
へ	

153

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

153

 ︻
１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）】

生
活
危
機
突
破
の
運
動
を
推
進

▽
建
設
国
保
の
「
10
割
給
付
の
道
」
を
守
る
た
た
か
い	

156

▽
建
設
国
保
組
合
の
育
成
強
化
を
求
め
る
２
０
０
万
人

　

国
会
請
願
署
名
を
提
出	

158

▽
中
建
国
保
の
給
付
率
見
直
し
め
ぐ
り
３
団
体
声
明
で
紛
糾	

159

▽
予
算
要
求
行
動
に
つ
い
て	

160

▽「
全
建
総
連
生
活
危
機
突
破
中
央
闘
争
本
部
」
を
設
置	

162

▽「
建
設
労
働
１
１
０
番
」
に
電
話
が
２
８
７
件
も	

162

▽
労
働
法
制
改
悪
反
対
で
国
会
行
動	

163

▽
Ｉ
Ｌ
Ｏ
契
約
労
働
調
査
団
を
派
遣	

164

▽
建
築
基
準
法
改
正
～
仕
様
規
定
か
ら
性
能
規
定
へ	

164

▽
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
上
位
独
占
の
快
挙	

166

▽
仲
間
の
訓
練
校
・
訓
練
生
が
労
働
大
臣
賞	

166

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
に
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
が
全
面
協
力	

166

▽
初
の
全
国
一
斉
で
の
秋
の
拡
大
統
一
行
動
に
取
り
組
む	

167

▽
核
実
験
に
抗
議	

167

▽
全
建
総
連
の
中
央
役
員
が
参
議
院
議
員
に	

167

▽
第
39
回
定
期
大
会
は
新
潟
県
六
日
町
で	

167

▽
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｗ
Ｗ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
セ
ミ
ナ
ー	

168

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

168
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▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

248

 ︻
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）】

｢

建
設
国
保
の
育
成
を
求
め
る
請
願
」
が
衆
参
両
院
で
採
択

▽
４
０
０
万
人
署
名
が
目
標
達
成
（
４
７
３
万
筆
）

　

賛
同
署
名
も
６
割
を
超
え
る
４
５
２
議
員
か
ら	

252

▽
坂
口
厚
労
大
臣
に
４
４
７
議
員
の
賛
同
署
名
手
渡
す

　

建
設
国
保
の
育
成
求
め
る
請
願
が
衆
参
両
院
で
採
択	

254

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成

　

２
年
連
続
で
満
額
（
２
７
６
・
２
億
円
）
確
保	

256

▽
工
事
業
国
保
の
不
正
流
用
事
件	

258

▽
手
間
請
就
労
者
の
労
働
者
性
を
問
い
佐
藤
さ
ん
が

　

横
浜
地
裁
に
提
訴	

258

▽
山
形
・
佐
藤
さ
ん
の
労
災
裁
判	

259

▽
石
綿　

原
則
使
用
禁
止
へ	

259

▽
労
働
法
制
改
悪
反
対
で
緊
急
集
会	

260

▽
請
負
的
就
労
者
の
債
権
保
護
が
国
会
で
審
議	

260

▽
規
制
改
革
で
「
労
災
保
険
の
民
営
化
」
等
が
議
論	

261

▽
建
設
業
法
41
条
勧
告
を
初
交
付
～
神
奈
川
県
知
事	

261

▽
賃
金
不
払
い
解
決
へ
新
興
産
業
、
労
基
署
と
交
渉	

261

▽
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
規
制
の
導
入	

262

▽
都
市
圏
で
排
ガ
ス
規
制	

262

▽
公
庫
「
改
革
」
で
「
証
券
型
ロ
ー
ン
」
開
始	

263

▽
土
塗
壁
の
壁
倍
率
が
１
・
５
倍
へ	

264

▽
競
技
大
会
に
初
め
て
女
性
選
手
が
出
場	

264

▽
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞	

264

▽
対
話
集
会
で
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
断
固
反
対
」	

265

▽
全
建
総
連
共
済
・
サ
ポ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト	

265

▽
宮
城
県
で
連
続
地
震
～
組
合
あ
げ
て
復
旧
へ	
265

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	
266

▽
第
44
回
定
期
大
会
は
山
形
県
上
山
市
で	

267

▽
建
設
労
働
運
動
を
創
り
、
た
た
か
い
、
育
て
た
加
藤
さ
ん

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た	

267

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

269

 ︻
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）】

前
代
未
聞
の
年
金
改
悪
へ
の
反
対
運
動
を
大
き
く
展
開

▽
医
療
保
険
者
の
再
編
・
統
合
か
ら
建
設
国
保
組
合
を
守
る

　

た
た
か
い	

272

▽
前
代
未
聞
の
年
金
改
悪
法
が
成
立

　

保
険
料
未
納
で
官
房
長
官
や
野
党
代
表
が
辞
任	

274

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成

　

３
年
連
続
で
満
額
（
２
７
９
・
６
億
円
）
確
保	

277

▽
山
形
・
佐
藤
労
災
裁
判　

地
裁
で
不
当
判
決	

279

▽
労
災
保
険
メ
リ
ッ
ト
制
拡
大
反
対
で
要
請	

280

▽
２
０
０
４
世
界
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京
会
議

　

根
絶
求
め
35
ヵ
国
か
ら
８
０
０
人
が
参
加	

280

▽
公
契
約
法（
条
例
）の
制
定
を
求
め
る
運
動
が
各
地
で
進
む	

282

　

被
用
者
保
険
の
自
己
負
担
３
割
へ	

230

▽
国
保
組
合
制
度
を
守
り
抜
く
た
め
の
４
０
０
万
人
署
名
と

　

賛
同
署
名
運
動	

232

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
特
別
助
成
を
満
額
確
保

　

新
規
補
助
金
12
・
５
億
円
を
創
設	

238

▽
厚
生
労
働
大
臣
が「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
輸
入
と
使
用
の
禁
止
」

　

を
表
明	

240

▽
請
負
的
就
労
者
の
労
賃
保
護
で
法
制
審
に
94
万
超
の

　

署
名
提
出	

241

▽「
建
設
労
働
１
１
０
番
」
が
全
国
放
送	

243

▽
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書　

神
戸
市
議
会
で

　

全
会
一
致
で
採
択	

243

▽
住
宅
金
融
公
庫
廃
止
反
対
の
取
り
組
み	

243

▽
住
宅
性
能
保
証
制
度
拡
充
で
増
改
築
に
対
応	

244

▽
第
30
回
を
迎
え
た
全
国
職
訓
交
流
集
会	

244

▽
建
設
技
能
労
働
者
養
成
で
研
究
会
が
発
足	

244

▽
技
能
五
輪
で
仲
間
が
金
賞	

245

▽
11
月
22
日
は
「
大
工
さ
ん
の
日
」	

245

▽
Ｔ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
国
会
集
会	

245

▽
第
３
種
・
第
４
種
郵
便
制
度
の
存
続
を
求
め
る
運
動	

245

▽
新
年
号
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞	

246

▽
有
事
法
制
反
対
で
集
会	

246

▽
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｗ
Ｗ
代
表
団
が
来
館	

247

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

247

▽
第
43
回
定
期
大
会
は
兵
庫
県
神
戸
市
で	

248

 ︻
２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）】

全
建
総
連
の
要
求
で
労
災
か
く
し
対
策
強
化

▽
改
正
建
築
基
準
法
施
行
で
戸
惑
い
広
が
る
中
、
仕
様
面
で

　

改
善
要
求	

212

▽「
労
災
か
く
し
は
犯
罪
で
す
」厚
労
省
が
ポ
ス
タ
ー
を
配
布	

214

▽
改
正
廃
棄
物
処
理
法
施
行
で
廃
材
処
理
が
困
難
に

　

環
境
省
に
対
応
求
め
る	

217

▽
消
費
者
契
約
法
が
施
行	

218

▽「
国
保
組
合
制
度
」
の
行
政
監
察
・
勧
告
に
厚
労
省
が
回
答	

218

▽
建
設
国
保
の
存
続
に
関
わ
る
医
療
制
度「
改
悪
」案
が
発
表	

219

▽
予
算
要
求
行
動
に
つ
い
て	

220

▽
全
国
の
住
宅
デ
ー
に
75
万
人
が
来
場　

	

221

▽
納
税
者
権
利
憲
章
の
制
定
を
求
め
国
会
集
会	

222

▽
Ｋ
Ｓ
Ｄ
汚
職
事
件
で
仲
間
に
怒
り
の
声	

222

▽
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｗ
Ｗ
（
国
際
建
設
・
林
産
労
組
連
盟
）
世
界
大
会

　

へ
田
辺
副
委
員
長
と
佐
藤
書
記
長
を
派
遣	

223

▽
芸
予
地
震
で
住
宅
に
被
害	

225

▽
第
42
回
定
期
大
会
は
富
山
県
富
山
市
で	

225

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	
226

 ︻
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）】

国
保
組
合
の
存
亡
を
か
け
二
大
署
名
運
動
を
展
開

▽
医
療
保
険
改
悪
法
が
成
立
（
７
月
）
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▽
耐
震
改
修
促
進
法
が
改
正　

住
宅
の
耐
震
化
を
推
進	

329

▽「
災
害
対
策
と
耐
震
住
宅
促
進
の
取
り
組
み
を
前
進

　

さ
せ
る
た
め
に
」
ま
と
め
る	

330

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
特
別
助
成
０
・
５
億
円
増

　

困
難
突
破
し
大
き
な
成
果	

330

▽
落
と
し
込
み
板
壁
で
壁
倍
率
の
大
臣
認
定
取
得	

333

▽
改
正
道
交
法
を
受
け
現
場
車
両
へ
の
配
慮
を
要
望	

334

▽
機
関
紙
で
「
技
の
系
譜
」
を
連
載	

334

▽
里
崎
選
手
の
父
は
仲
間
の
大
工
さ
ん	

336

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

336

▽
第
47
回
定
期
大
会
は
愛
媛
県
松
山
市
で	

337

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

338

 ︻
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）】

建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
等
で
大
幅
着
工
減　

全
建
総
連
の
要
求
を
反
映
さ
せ
混
乱
収
拾
へ

▽
国
民
の
健
康
を
守
る
責
任
が
行
政
か
ら
保
険
者
に
転
嫁	

342

▽
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
で
住
宅
着
工
が
大
幅
に
減
少	

344

▽
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
が
成
立	

347

▽
30
回
を
迎
え
た
住
宅
デ
ー　

　

中
央
で
は
耐
震
・
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム	

347

▽
能
登
半
島
地
震
が
発
生　

　

石
川
県
連
が
住
宅
支
援
隊
本
部
を
立
ち
上
げ
る	

349

▽
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
仲
間
を
激
励	

350

▽
労
災
裁
判
の
最
高
裁
判
決
で
佐
藤
さ
ん
の
労
働
者
性

　

認
め
ず	

351

▽
違
法
派
遣
問
題
で
厚
労
省
・
派
遣
協
会
へ
要
請	

353

▽
大
衆
増
税
反
対
で
集
会
・
宣
伝
行
動	

353

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
特
別
助
成
等
は
３
年
ぶ
り
の

　

満
額
確
保
で
大
き
な
成
果	
354

▽
落
と
し
込
み
板
壁
で
防
火
構
造
外
壁
の
大
臣
認
定
取
得	

358

▽
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
で
２
回
連
続
の
受
賞	

358

▽
憲
法
労
組
連
で
１
０
０
０
万
人
署
名
を
提
起	

358

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

358

▽
第
48
回
定
期
大
会
は
宮
城
県
仙
台
市
で	

359

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

360

 ︻
２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）】

｢

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」
提
訴
へ　

建
設
不
況
打
開
に
向
け
３
回
の
中
央
集
会

▽
首
都
圏
６
組
合
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟　

　

国
と
製
造
企
業
に
謝
罪
と
賠
償
求
め	

364

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

　

取
り
組
み
を
報
告	

366

▽
国
交
省
が
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
あ
り
方
検
討
会
を

　

設
置	

366

▽
建
設
不
況
打
開
で
集
会
・
請
願
、
国
交
大
臣
要
請	

367

▽「
建
設
産
業
怒
り
の
総
決
起
集
会
」	

369

▽
新
「
破
産
法
」
が
成
立
～
労
賃
保
護
な
ど
要
請	

283

▽
消
費
税
の
適
正
な
転
嫁
で
国
交
省
が
通
達	

283

▽「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
の
取
り
組
み	

284

▽
職
人
憲
法
を
27
年
ぶ
り
に
改
訂	

285

▽
技
能
五
輪
で
仲
間
が
金
賞	

285

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

286

▽
第
45
回
定
期
大
会
は
福
井
県
福
井
市
で	

287

▽
新
潟
県
中
越
地
震
で
震
度
７
を
記
録

　

全
建
総
連
は
住
宅
復
興
支
援
に
５
０
０
人	

287

▽
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｗ
Ｗ
会
長
な
ど
役
員
が
来
館	

290

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

290

 ︻
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）】

ク
ボ
タ
石
綿
被
害
や
耐
震
偽
装
事
件
が
深
刻
な
社
会
問
題
に

▽
ク
ボ
タ
の
工
場
従
業
員
、
家
族
、
周
辺
住
民
へ
の

　

石
綿
被
害
報
道	

294

▽
耐
震
偽
装
事
件
が
深
刻
な
社
会
問
題
に	

298

▽
給
付
率
問
題
で
、各
組
合
に「
賢
明
な
判
断
を
」と
中
執
委
が	

300

▽「
健
保
適
用
除
外
」
の
厳
格
化
と
普
通
調
整
補
助
金
ラ
ン
ク

　

の
見
直
し	
303

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
特
別
助
成

　

４
年
連
続
の
満
額
確
保
は
な
ら
ず	

308

▽
公
契
約
運
動
が
大
き
く
前
進	

311

▽
山
形
・
佐
藤
労
災
裁
判　

高
裁
で
不
当
判
決	

311

▽
建
設
雇
用
改
善
法
改
正
～
派
遣
解
禁
阻
止
へ	

311

▽
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
大
衆
増
税
反
対
運
動
に
奮
闘	

312

▽
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ　

親
子
２
代
で
１
位	

313

▽「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
で
仲
間
が
表
彰	

313

▽
強
さ
と
粘
り
を
実
証　

伝
統
構
法
を
発
展
さ
せ
て	

313

▽
大
震
災
か
ら
10
年　

神
戸
市
で
耐
震
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

314

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

314

▽
第
46
回
定
期
大
会
は
愛
知
県
名
古
屋
市
で	

315

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

315

 ︻
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）】

医
療
保
険
改
悪
反
対
、
大
衆
増
税
反
対
で
奮
闘

▽
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
08
年
か
ら
ス
タ
ー
ト	

320

▽「
高
額
所
得
者
の
国
保
組
合
は
補
助
率
見
直
す
べ
き
」
と

　

連
合
が
国
会
審
議
で
意
見
陳
述	

322

▽
被
害
者
救
済
に
程
遠
い
石
綿
新
法

　

国
と
企
業
は
責
任
認
め
十
分
な
補
償
を	

325

▽
石
綿
全
国
連
が
署
名
提
出　

全
建
総
連
単
独
で

　

１
０
０
万
筆
超	

326

▽
古
川
和
子
さ
ん
が
「
田
尻
賞
」
を
受
賞	

327

▽
公
契
約
条
例（
法
）求
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
意
見
書
採
択
は

　

31
都
道
府
県
３
０
１
件
に	

327

▽
強
化
月
間
を
設
定
し
大
衆
増
税
反
対
運
動
を
大
き
く
展
開	

328

全建総連65年史　目次
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対
応	

408

▽
全
額
償
還
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
と
の

　

認
識
で
検
討	

412

▽「
工
事
業
国
保
」
の
行
政
処
分
で
マ
ス
コ
ミ
に
使
用
略
称
に

　

つ
い
て
要
請	

413

▽
予
算
要
求
行
動
～
事
業
仕
分
け
で
国
保
組
合
の
補
助
見
直
し

　

大
運
動
で
現
行
水
準
確
保	

413

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
全
面
見
直
し
求
め
集
会	

420

▽「
建
設
業
人
材
育
成
支
援
助
成
金
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト	

420

▽
３
階
ま
で
の
低
層
物
件
は
原
則
木
造
化
へ

　

公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
が
成
立	

420

▽
耐
震
化
緊
急
支
援
で
１
戸
当
た
り
30
万
円	

421

▽
原
爆
投
下
か
ら
65
年　

広
島
・
長
崎
で
慰
霊
祭	

421

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

421

▽
全
建
総
連
結
成
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

　

田
村
委
員
長
ら
が
ド
イ
ツ
を
視
察	

422

▽
第
51
回
定
期
大
会
は
秋
田
県
秋
田
市
で	

423

▽
結
成
50
周
年
記
念
祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催	

423

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

426

 ︻
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）】

未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災
で
組
合
の
全
力
注
ぎ
支
援

地
元
業
者
の
活
用
と
木
造
仮
設
住
宅
建
設
の
道
ひ
ら
く

▽
未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災　

　

た
だ
ち
に
復
旧
・
復
興
支
援
活
動	

430

▽
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
支
援
の
取
り
組
み

　

宮
城
県
で
の
取
り
組
み
、
福
島
県
で
の
取
り
組
み	

432

▽
岩
手
県
で
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み	

435

▽
救
援
募
金
は
約
３
億
５
０
０
０
万
円
に	
435

▽
被
災
地
に
木
造
仮
設
住
宅
を
建
設

　

全
木
協
の
設
立
に
発
展	

436

▽
広
が
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

42
都
道
府
県
の
４
０
０
自
治
体
に	

439

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
勝
利
、
救
済
法
の
拡
充
と
被
害
根
絶
を

　

求
め
て	

440

▽
納
税
者
の
権
利
確
立
、
大
衆
増
税
反
対
の
取
り
組
み	

442

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
補
助
は
３
２
２
２
・
３
億
円

　

制
度
見
直
し
盛
り
込
ま
ず	

443

▽
全
国
青
協
が
第
50
回
定
期
大
会

　

祝
賀
会
で
は
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
も	

446

▽
40
年
目
を
迎
え
た
全
国
主
婦
交
流
集
会	

447

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
に
田
村
委
員
長
ら
が

　

参
加	

447

▽「
全
建
総
連
50
年
誌
」
を
発
行	

448

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

448

▽
第
52
回
定
期
大
会
は
香
川
県
高
松
市
で	

449

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

449

▽
老
舗
地
場
建
設
業
の
破
た
ん
相
次
ぐ	

369

▽
大
衆
増
税
反
対
に
奮
闘	

369

▽
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
へ
の
対
応　

ゆ
う
ゆ
う
住
宅
を　
　

　

中
心
と
し
て	

370

▽
小
規
模
事
業
対
策
議
員
連
盟
が
発
足	

371

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト　

廃
止
法
案
は

　

継
続
審
議
に	

372

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
特
別
助
成
を
満
額
確
保
し

　

大
き
な
成
果	

374

▽
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
激
励
・
支
援	

377

▽
憲
法
労
組
連
が
署
名
提
出
の
国
会
集
会
を
開
く	

378

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

378

▽
第
49
回
定
期
大
会
は
山
口
県
山
口
市
で	

379

▽
三
枝
元
副
委
員
長
（
第
２
代
書
記
長
）
が
逝
去	

380

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

380

 ︻
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）】

節
目
の
第
50
回
大
会
を
迎
え
る　

建
設
不
況
打
開
へ
全
力
で
奮
闘

▽
建
設
不
況
打
開
に
向
け
全
力　

各
県
連
・
組
合
も

　

全
建
総
連
も	

384

▽
建
設
労
連
が
不
況
打
開
に
向
け
国
会
集
会　

裏
金
問
題
で

　

鹿
島
・
西
松
に
抗
議	

389

▽
長
期
優
良
住
宅
補
助
事
業
に
46
組
合
２
万
５
７
０
０
人
が

　

参
加	

389

▽
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
11
年
連
続
の
下
落
に
歯
止
め	

391

▽
千
葉
県
野
田
市
で
公
契
約
条
例　

１
億
円
以
上
の
公
共

　

工
事
等
で	

391

▽
医
療
保
険
制
度
の
一
元
化
に
反
対　

建
設
国
保
の
保
険
者

　

機
能
発
揮
で
き
る
仕
組
み
に	

392

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
特
別
助
成
を
３
年
連
続
で

　

満
額
確
保	

394

▽
大
衆
増
税
反
対
で
緊
急
集
会
・
署
名
提
出	

398

▽
石
綿
救
済
法
施
行
３
周
年　

全
て
の
被
害
救
済
求
め

　

全
国
連
が
集
会	

399

▽
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
初
の
海
外
選
手
が
参
加	

399

▽「
木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
設
立	

400

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

400

▽
ド
イ
ツ
建
設
労
組
の
招
待
を
受
け
訪
独	

401

▽
第
50
回
定
期
大
会
を
東
京
で　

現
職
閣
僚
や
ド
イ
ツ

　

建
設
労
組
も
出
席	

401

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

402

▽
矢
田
忠
昭
元
書
記
長
が
逝
去	

405

▽
唐
沢
平
治
初
代
書
記
長
が
逝
去	

405

 ︻
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）】

建
設
国
保
の
歴
史
上
最
も
厳
し
い
１
年
に

▽
朝
日
新
聞
に
よ
る
「
建
設
国
保
」
攻
撃
と
全
建
総
連
の

全建総連65年史　目次



0027 0026

15 14

　

決
め
る	

504

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

509

 ︻
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）】

７
年
ぶ
り
年
間
増
勢
で
組
織
前
進

消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
全
国
で

▽
設
計
労
務
単
価
７
・
１
％
引
き
上
げ　

１
年
間
に
２
回
も	

512

▽
７
年
ぶ
り
に
年
間
増
勢
果
た
し
61
万
人
組
織
を
維
持	

516

▽
消
費
税
４
月
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ

　

10
％
へ
の
再
引
き
上
げ
反
対
全
国
で	

518

▽
予
算
要
求
行
動
～
現
行
補
助
水
準
を
確
保

　

医
師
国
保
等
32
％
か
ら
13
％
へ	

521

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
国
際
ア
ス
ベ
ス
ト
会
議
で
全
建
総
連
が
取
り
組
み

　

報
告	

525

▽
泉
南
訴
訟
～
最
高
裁
が
国
の
責
任
認
め
る

　

全
面
解
決
へ
和
解
方
針	

526

▽
政
府
が
外
国
人
材
活
用
で
緊
急
措
置	

527

▽
労
働
者
派
遣
法
改
悪
に
反
対	

527

▽
岩
手
県
で
「
復
興
支
援
と
災
害
対
策
を
考
え
る
つ
ど
い
」

　

開
催	

528

▽
全
木
協
の
災
害
協
定
は
17
都
県
に

　

全
木
協
福
島
が
復
興
公
営
住
宅
建
設	

528

▽
被
災
３
県
で
「
復
興
支
援
住
宅
デ
ー
」	

529

▽
豪
雨
災
害
で
広
島
な
ど
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

530

▽
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
強
く
抗
議	

530

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

531

▽
第
55
回
定
期
大
会
は
青
森
県
青
森
市
で	

532

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

532

 ︻
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）】

大
手
に
対
抗
へ
全
リ
協
を
設
立

結
成
55
周
年
を
記
念
し
祝
賀
会

▽
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
を
設
立　

大
手
の
市
場
独
占

　

に
対
抗
す
る
た
め	

536

▽
建
設
技
能
労
働
者
は
10
年
後
に
半
減　

大
工
は
す
で
に

　

ピ
ー
ク
時
の
37
％
に	

539

▽「
担
い
手
３
法
」
が
４
月
か
ら
施
行	

540

▽
建
設
産
業
活
性
化
会
議
が
建
設
業
界
改
善
に
向
け

　
「
工
程
表
」	

541

▽
自
民
党
が
「
建
設
技
能
者
を
支
援
す
る
議
員
連
盟
」
を

　

発
足
さ
せ
る	

542

▽
中
央
・
地
域
で
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
運
動
に
奮
闘	

543

▽
市
町
村
国
保
は
県
単
位
へ　

国
保
組
合
の
補
助
見
直
し
も	

545

▽
予
算
要
求
行
動
～
建
設
国
保
へ
の
予
算
は
現
行
補
助
水
準

　

を
確
保	

547

▽
仲
間
の
年
金
加
入
実
態
調
査
を
実
施	

551

▽
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
早
期
解
決
に
向
け
集
会	

552

▽
労
働
法
制
改
悪
に
反
対	

552

 ︻
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）】

社
保
未
加
入
対
策
に
真
正
面
か
ら
対
処

全
て
の
地
協
で
消
費
税
増
税
反
対
運
動
を
展
開

▽
社
会
保
険
未
加
入
対
策
を
組
織
の
新
た
な
前
進
に
結
び

　

つ
け
る	

454

▽
第
55
回
企
業
交
渉　
社
保
未
加
入
問
題
が
最
大
の
テ
ー
マ	

459

▽
消
費
税
増
税
法
が
成
立　
全
建
総
連
は
全
国
で
反
対
運
動	

459

▽
東
日
本
大
震
災
の
支
援　

３
月
３
日
に
追
悼
慰
霊
祭
も	

464

▽
原
発
事
故
避
難
者
へ
の
補
償
対
象
拡
大
を
求
め
る	

467

▽
復
興
支
援
住
宅
デ
ー
に
３
０
０
人
が
来
場	

467

▽
東
日
本
大
震
災
支
援
の
御
礼
と
視
察
を
兼
ね

　

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｕ
代
表
団
を
招
待	

468

▽
予
算
要
求
行
動
～
現
行
予
算
水
準
を
確
保　

国
保
組
合
の

　

補
助
見
直
し
は
行
わ
ず	

469

▽
東
京
地
裁　

首
都
圏
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
国
の
責
任

　

認
め
る
判
決	

473

▽
民
主
党
議
員
懇
で
公
契
約
法
勉
強
会　

　

日
弁
連
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

475

▽
不
払
い
事
案
の
経
験
交
流
会
議
を
開
催	
476

▽
省
エ
ネ
基
準
義
務
化
に
対
し
経
産
大
臣
へ
要
請	
477

▽
省
エ
ネ
基
準
の
施
工
技
術
習
得
に
向
け
予
行
講
習	

477

▽
機
関
紙
「
全
建
総
連
」
が
２
０
０
０
号
へ	

477

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

478

▽
第
53
回
定
期
大
会
は
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で	

480

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

481

▽
坂
本
貞
雄
元
委
員
長
が
逝
去	

483

▽
加
藤
忠
由
元
委
員
長
が
逝
去	

483

 ︻
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）】

設
計
労
務
単
価
が
政
策
的
引
き
上
げ
へ

国
際
組
織
Ｂ
Ｗ
Ｉ
へ
の
正
式
加
盟
を
決
定

▽
復
興
支
援
と
災
害
対
策
考
え
る
つ
ど
い　

被
災
３
県
で

　

復
興
支
援
住
宅
デ
ー	

486

▽
設
計
労
務
単
価
16
・
１
％
引
き
上
げ　

国
交
大
臣
が

　

業
界
に
賃
上
げ
要
請	

489

▽
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
が
成
立

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
引
き
上
げ	

491

▽
全
て
の
地
協
で
消
費
税
増
税
反
対
運
動
を
展
開	

493

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
は

　

現
行
水
準
を
確
保	

495

▽
中
央
役
員
・
全
国
の
組
織
部
長
が
一
堂
に
会
し
初
の

　

組
織
拡
大
全
国
決
起
集
会	

499

▽「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト	

500

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

501

▽
台
風
で
伊
豆
大
島
に
大
規
模
被
害　

東
京
の
仲
間
が

　

支
援
活
動	

502

▽
第
54
回
定
期
大
会
は
鳥
取
県
米
子
市
で	

503

▽
建
設
労
働
組
合
の
国
際
組
織
Ｂ
Ｗ
Ｉ
に
正
式
加
盟
を

全建総連65年史　目次
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 ︻
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）】

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
へ
全
国
一
斉
宣
伝
行
動

社
保
未
加
入
対
策
進
め
５
年
ぶ
り
62
万
人
組
織
回
復
へ

▽
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
の
全
国
一
斉
行
動

　

１
２
０
万
枚
の
チ
ラ
シ
や
の
ぼ
り
旗
活
用
し	

594

▽
公
契
約
条
例
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
北
海
道
で	

597

▽
適
用
除
外
に
よ
る
建
設
国
保
加
入
は
適
切

　

内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
答
弁
書	

598

▽
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

　

全
建
総
連
も
加
わ
り
事
業
が
ス
タ
ー
ト	

599

▽
５
年
ぶ
り
に
62
万
人
組
織
を
回
復

　

社
保
未
加
入
対
策
で
大
き
く
伸
び
る	

601

▽
全
建
総
連
の
国
民
年
金
基
金
は
全
国
基
金
に
合
流
を
決
定	

602

▽
予
算
要
求
行
動
～
社
会
保
障
費
抑
制
の
中

　

国
保
組
合
予
算
は
現
行
補
助
水
準
確
保	

603

▽
年
金
受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短
縮
へ	

608

▽
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

　

初
の
国
と
企
業
の
責
任
認
め
る
判
決	

609

▽「
安
全
確
保
法
」
基
本
計
画
が
閣
議
決
定	

610

▽
業
界
団
体
の
賀
詞
交
換
会
に
初
め
て
招
か
れ
る	

611

▽
節
目
の
第
40
回
住
宅
デ
ー
を
記
念
し
「
木
と
の
ふ
れ
あ
い

　

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」	

611

▽
全
木
協
の
災
害
協
定
が
全
都
道
府
県
の
過
半
数
超
え
る	

611

▽
競
技
大
会
の
出
場
選
手
が
延
べ
２
０
０
０
人
突
破
へ	

612

▽
九
州
北
部
豪
雨
被
災
で
支
援
金
送
る	

612

▽
東
京
五
輪
に
向
け
Ｂ
Ｗ
Ｉ
役
員
が
来
日　

輸
入
木
材
使
用

　

な
ど
課
題
を
提
起	

613

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
世
界
大
会
が
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催	

614

▽
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み	
615

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	
616

▽
第
58
回
定
期
大
会
は
北
海
道
札
幌
市
で	

617

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

617

 ︻
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）】

全
建
総
連
技
能
者
育
成
基
金
が
ス
タ
ー
ト

西
日
本
豪
雨
で
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設

▽
労
務
単
価
６
年
連
続
引
き
上
げ　

ピ
ー
ク
時
の
97
％
ま
で

　

回
復	

622

▽
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
本
運
用	

625

▽
全
建
総
連
技
能
者
育
成
基
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト	

628

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
が
働
く
者
の
権
利
守
る
た
め
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

東
京
五
輪
に
向
け
て	

628

▽
２
つ
の
地
震
と
西
日
本
豪
雨

　

３
県
で
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設	

630

▽
全
木
協
の
災
害
協
定
が
34
都
道
府
県
へ	

633

▽
立
憲
・
国
民
両
党
が
議
連
・
議
員
懇
を
設
立	

634

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
予
算
２
８
７
６
・
２
億
円

▽
技
能
五
輪
・
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
仲
間
の
健
闘
光
る	

553

▽
競
技
大
会
で
女
性
枠
を
追
加

　

日
建
連
か
ら
「
け
ん
せ
つ
小
町
特
別
賞
」	

554

▽
伝
統
構
法
を
無
形
文
化
遺
産
へ	

554

▽
全
木
協
の
災
害
協
定
は
19
都
県
へ	

555

▽
福
島
県
で
「
災
害
対
策
を
考
え
る
つ
ど
い
」	

555

▽
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
支
援
活
動	

556

▽
平
和
を
守
る
取
り
組
み	

556

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
地
域
大
会
に
参
加　

ネ
パ
ー
ル
地
震
へ
の

　

支
援
金
に
協
力	

558

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

558

▽
第
56
回
定
期
大
会
は
石
川
県
金
沢
市
で	

559

▽
結
成
55
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催	

559

▽
田
邊
誠
さ
ん
（
旧
社
会
党
委
員
長
）
が
逝
去	

561

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

561

 ︻
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）】

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
全
力
で
支
援

全
リ
協
の
事
業
者
団
体
登
録
が
実
現

▽
熊
本
で
震
度
７
の
地
震
が
２
回

　

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
で
支
援	

564

▽
鳥
取
地
震
で
地
元
の
建
設
関
係
団
体
が
連
携
し
支
援
活
動	

568

▽
宮
城
県
で
「
災
害
対
策
を
考
え
る
つ
ど
い
」	

569

▽
全
木
協
の
災
害
協
定
は
22
都
県
へ	

569

▽
京
都
地
裁
～
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
で
国
に
加
え

　

建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
初
め
て
認
め
る
判
決	

570

▽
設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ
と
社
保
未
加
入
対
策
が
進
み

　

組
合
員
が
増
加	

573

▽
日
建
連
の
事
務
総
長
「
技
能
者
の
処
遇
改
善
こ
そ

　

業
界
再
生
の
最
優
先
事
項
」	

578

▽
全
リ
協
の
団
体
登
録
が
実
現　

地
域
の
信
頼
獲
得
へ	

579

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
９
年
ぶ
り
の
増
額
予
算

　

住
宅
関
連
や
技
能
者
育
成
も	

580

▽
公
的
年
金
の
拡
充
求
め
国
会
集
会	

584

▽
競
技
大
会
を
ア
ピ
ー
ル　

地
元
青
年
部
中
心
に

　

木
工
教
室
で	

584

▽
オ
リ
・
パ
ラ
担
当
大
臣
に
安
全
対
策
求
め
る	

585

▽
東
京
五
輪
建
設
現
場
で
の
公
正
労
働
求
め

　

Ｂ
Ｗ
Ｉ
代
表
団
が
来
日
し
意
見
交
換	

585

▽
平
和
を
守
る
取
り
組
み	

586

▽
広
島
で
「
第
30
回
建
設
労
働
者
・
職
人
の
つ
ど
い
」	

587

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

587

▽
第
57
回
定
期
大
会
は
福
岡
県
福
岡
市
で	

589

▽
29
年
ぶ
り
に
組
合
費
引
き
上
げ　

会
館
建
設
な
ど
で

　

１
ヵ
月
１
１
５
円
に	

589

▽
前
田
幸
太
郎
元
委
員
長
が
逝
去	

591

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

591

全建総連65年史　目次
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レ
ベ
ル
判
定
な
ど
国
の
施
策
が
進
む	

690

▽
豪
雨
災
害
う
け
熊
本
で
木
造
仮
設
住
宅
建
設

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
モ
デ
ル
団
地
で
就
業
履
歴
蓄
積	

691

▽
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
最
高
裁
に
よ
り

　

国
の
賠
償
責
任
が
確
定	

694

▽
予
算
要
求
行
動
～
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
打
開
し

　

国
保
組
合
予
算
は
現
行
補
助
水
準
を
確
保	

697

▽
設
計
労
務
単
価
８
年
連
続
引
き
上
げ
で
２
万
２
１
４
円

　

と
な
り
最
高
値
を
更
新	

703

▽
建
設
技
能
人
材
機
構
に
正
会
員
で
加
盟	

703

▽
伝
統
建
築
の
技
が
無
形
文
化
遺
産
に	

704

▽
戦
後
75
年
の
節
目
を
迎
え
広
島
・
長
崎
で
慰
霊
祭	

704

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

704

▽
第
61
回
定
期
大
会
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催	

705

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

707

 ︻
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）】

最
高
裁
判
決
を
受
け
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
賠
償
給
付
金

法
が
成
立

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
で
の

　

賃
金
引
き
上
げ
、
組
織
拡
大
の
運
動	

711

▽
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
、
最
高
裁
が
国
と

　

建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
認
め
る
画
期
的
判
決	

715

▽
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
（
輸
入
木
材
の
不
足
と
価
格
高
騰
）

　

対
応
と
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正	

718

▽
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み

　

新
た
な
結
集
軸
と
し
て
不
退
転
の
決
意
で	

720

▽
国
保
組
合
予
算
２
６
８
２
・
７
億
円
を
確
保

　

コ
ロ
ナ
で
保
険
料
減
免
は
補
正
で
29
・
１
億
円	
723

▽「
建
設
業
の
一
人
親
方
問
題
に
関
す
る
検
討
会
」
が

　

中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表	

726

▽
働
き
方
改
革
に
向
け
全
国
学
習
会	

726

▽
建
退
共
に
高
い
関
心
が
向
け
ら
れ
る	

726

▽
全
木
協
が
全
国
研
修
会　

木
造
仮
設
住
宅
建
設
等
の

　

経
験
を
学
ぶ	

727

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年　

そ
の
後
も
大
き
な
災
害
が

　

頻
発	

728

▽
資
格
取
得
報
奨
金
の
制
度
利
用
が
進
む	

729

▽「
建
築
大
工
技
能
者
等
検
討
会
」
が
実
態
調
査
を
実
施	

729

▽
全
国
青
協
が
第
60
回
定
期
大
会
を
開
催	

730

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

730

▽
第
62
回
定
期
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催	

731

▽
佐
藤
正
明
元
書
記
長
が
逝
去	

732

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

732

　

現
行
補
助
水
準
を
確
保	

634

▽
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
～
大
阪
高
裁
で
全
員
勝
訴
、

　

全
面
勝
訴
の
歴
史
的
判
決	

637

▽
建
設
技
能
労
働
者
５
年
間
で
10
・
２
万
人
減

　

深
刻
な
状
況
に
（
国
勢
調
査
）	

639

▽
日
建
連
が
「
統
一
土
曜
閉
所
運
動
」
を
提
起

　

全
建
総
連
な
ど
建
設
関
係
団
体
が
共
催	

639

▽
丸
の
内
宣
伝
行
動
が
現
場
環
境
改
善
に
結
び
つ
く	

640

▽
増
税
反
対
で
街
宣
・
集
会
な
ど
各
地
で
奮
闘	

641

▽
全
建
総
連
初
の
女
性
技
能
者
交
流
会
を
開
く	

643

▽「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」が
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
候
補
に	

644

▽
岩
手
県
連
が
「
復
興
支
援
感
謝
祭
」	

644

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

645

▽
第
59
回
定
期
大
会
は
岐
阜
県
岐
阜
市
で	

647

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

647

 ︻
２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）】

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
運
用
開
始

消
費
税
率
10
％
反
対
で
議
員
要
請
・
街
宣
に
奮
闘

▽
改
正
入
管
法
～
外
国
人
材
受
け
入
れ
拡
大

　
「
な
し
く
ず
し
の
移
民
政
策
」
と
の
批
判	

652

▽
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
運
用
ス
タ
ー
ト	

655

▽
日
建
連
「
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣
言
」
と
「
実
施
要
領
」	

656

▽
新
・
担
い
手
３
法
成
立
～
建
設
業
の
持
続
的
発
展
に
は

　

労
働
者
の
待
遇
改
善
が
不
可
欠	

657

▽
消
費
税
率
が
10
％
へ
増
税

　

全
国
で
反
対
の
議
員
要
請
と
街
頭
宣
伝	

659

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
予
算
現
行
水
準
を
確
保

　

裁
量
的
経
費
10
％
削
減
跳
ね
返
す	

662

▽
一
人
親
方
の
実
態
調
査
を
国
が
初
め
て
全
国
規
模
で
実
施	

664

▽
台
風
15
号
の
暴
風
で
93
万
戸
停
電

　

台
風
19
号
で
堤
防
決
壊
が
74
河
川	

665

▽
オ
リ
・
パ
ラ
現
場
従
事
者
の
声
を
基
に

　

Ｂ
Ｗ
Ｉ
が
報
告
書
発
表　

大
き
な
反
響
呼
ぶ	

670

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
の
会
議
で
組
合
の
五
輪
現
場
で
の
取
り
組
み
を

　

報
告	

674

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

674

▽
第
60
回
定
期
大
会
は
熊
本
県
熊
本
市
で	

677

▽
杉
本
義
忠
元
委
員
長
が
逝
去	

678

▽
三
浦
一
男
元
委
員
長
が
逝
去	

678

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

678

 ︻
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）】

新
型
コ
ロ
ナ
が
仕
事
と
く
ら
し
、活
動
に
大
き
な
影
響
与
え
る

国
へ
緊
急
要
請
、
仲
間
の
相
談
・
支
援
活
動
を
強
化

▽
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言

　

対
策
本
部
立
ち
上
げ
厚
労
省
・
国
交
省
に
緊
急
要
請	

682

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
技
能
者
登
録
は
44
万
人
超
へ

全建総連65年史　目次



0033 0032

21 20

▽
左
官
、
大
工
は
15
％
以
上
減
少
～
国
勢
調
査	

777

▽
大
工
の
減
少
傾
向
が
続
く
～
職
種
別
人
員
構
成
調
査	

779

▽
基
本
問
題
小
委
員
会
中
間
と
り
ま
と
め

　

建
設
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す	

779

▽
21
年
ぶ
り
の
採
択
目
指
し
１
０
０
万
人
署
名	

782

▽
働
き
方
改
革
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
連
続
開
催	

783

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
組
合
が
事
業
者
Ｉ
Ｄ
取
得
可
能
に

　

仲
間
の
就
業
履
歴
蓄
積
を
支
援	

784

▽
経
歴
証
明
の
提
出
期
間
が
５
年
間
延
長
へ	

785

▽
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入	

788

▽
仲
間
の
声
を
要
求
実
現
の
力
に

　

～
工
務
店
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施	

792

▽
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
開
進
む
住
宅
デ
ー	

793

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
予
算
は
現
行
補
助
水
準

　

確
保
へ	

795

▽
行
動
量
の
増
加
・
強
化
で
新
加
入
者
増
へ	

799

▽
全
建
総
連
会
館
を
活
用
し
て
石
綿
事
前
調
査
実
地

　

セ
ミ
ナ
ー	

801

▽
仮
設
の
８
割
利
活
用
～
熊
本
豪
雨
災
害	

802

▽
熊
本
仮
設
の
経
験
学
ぶ
～
全
木
協
東
京	

802

▽
新
会
館
建
設
で
設
計
者
を
公
募	

803

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

803

▽
群
馬
県
高
崎
市
で
第
64
回
定
期
大
会
を
開
催	

810

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

810

 ︻
２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）】

持
続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
た
国
会
請
願
が

採
択
～
全
建
総
連
の
請
願
採
択
は
21
年
ぶ
り

▽
１
０
０
万
人
国
会
請
願
署
名
が
採
択

　

新
担
い
手
３
法
の
改
正
へ	
817

▽
労
務
単
価
は
過
去
10
年
で
最
大
の
伸
び
率	

820

▽
賃
金
実
態
調
査
、
相
談
活
動
等
の
取
り
組
み	

821

▽
賃
金
宣
伝
行
動
や
企
業
交
渉
を
旺
盛
に
展
開	

821

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
者
登
録
が
５
割
を
突
破

　

応
急
仮
設
現
場
で
就
業
履
歴
を
蓄
積	

825

▽
予
算
要
求
行
動
～
現
行
補
助
水
準
を
確
保
、

　

裁
量
的
経
費
が
増
額
へ	

827

▽
行
動
量
の
増
加
で
60
万
人
組
織
を
維
持	

831

▽
能
登
地
震
、
奥
能
登
豪
雨
、
山
形
豪
雨
で
支
援

　

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
に
取
り
組
む	

832

▽
結
成
65
周
年
事
業
で
韓
国
の
建
設
産
業
を
視
察	

835

▽
全
建
総
連
の
新
会
館
建
設
に
つ
い
て	

835

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

836

▽
第
65
回
定
期
大
会
は
神
奈
川
県
で
開
催

　
「
全
建
総
連
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
策
定	

837

▽
田
村
豪
勇
元
委
員
長
が
逝
去	

840

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

840

 ︻
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）】

節
目
50
年
の
賃
金
行
動　
全
国
各
地
で

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
の
技
能
者
１
０
０
万
人
超
へ

▽
50
年
の
節
目
迎
え
た
春
期
賃
金
全
国
行
動

　

労
務
単
価
10
年
連
続
引
き
上
げ
へ	

737

▽
現
場
の
要
求
を
力
に　

関
東
地
協
が
企
業
交
渉	

739

▽
従
来
の
評
価
制
度
を
改
定　

公
契
約
条
例
か
ら
改
善　

　

～
東
京
・
世
田
谷
区	

740

▽
コ
ロ
ナ
禍
で
も
仲
間
と
の
対
話
、
で
き
る
行
動
を
追
求

　

し
た
拡
大
行
動	

741

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
者
登
録
が
１
０
０
万
人
超
す

　

入
契
法
適
正
化
指
針
改
正
で
活
用
促
進
へ	

742

▽
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
国
と
の
和
解
解
決
進
む

　

建
材
製
造
メ
ー
カ
ー
を
一
斉
提
訴	

744

▽
イ
ン
ボ
イ
ス
見
直
し
・
延
期
求
め
院
内
集
会
や
政
党
要
請
、

　

宣
伝
行
動
に
取
り
組
む	

747

▽
予
算
要
求
行
動
～
国
保
組
合
予
算
22
・
６
億
円
増
へ	

749

▽
総
合
緊
急
対
策
を
閣
議
決
定　

住
宅
関
連
含
め
４
項
目	

752

▽
農
水
省
・
国
交
省
と
全
建
総
連
が
協
定

　

技
能
者
育
成
・
木
材
利
用
促
進
で	
752

▽
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で
知
恵
と
工
夫
凝
ら
し
た
住
宅
デ
ー	

754

▽
建
設
業
の
未
来
に
向
け
交
流
～
第
50
回
全
国
職
訓
交
流

　

集
会	

754

▽
建
築
大
工
技
能
者
等
検
討
会
が
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

　

開
催	

755

▽
全
国
青
協
が
念
願
の
60
周
年
記
念
式
典	

755

▽
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
全
国
２
８
０
紙
が
応
募	

757

▽
福
島
県
沖
で
６
強
の
地
震　

災
害
協
定
に
大
き
な
評
価	

757

▽
自
然
災
害
に
備
え
全
木
協
が
全
国
研
修
会

　

北
海
道
で
応
急
仮
設
の
恒
久
的
利
用
へ
実
証
実
験	

758

▽
広
島
で
建
設
労
働
者
・
職
人
の
つ
ど
い

　

～
被
爆
体
験
の
証
言
聞
く	

760

▽
憲
法
労
組
連
が
シ
リ
ー
ズ
学
習
会	

762

▽
３
年
ぶ
り
に
大
規
模
な
憲
法
集
会	

763

▽｢

ロ
シ
ア
の
戦
争
行
為
に
反
対
」

　

Ｂ
Ｗ
Ｉ
声
明
を
全
建
総
連
は
支
持
・
賛
同	

763

▽
Ｂ
Ｗ
Ｉ
が
ス
ペ
イ
ン
で
第
５
回
世
界
大
会	

764

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	

765

▽
徳
島
県
徳
島
市
で
第
63
回
定
期
大
会

　

～
３
年
ぶ
り
に
対
面
開
催	

767

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

767

 ︻
２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）】

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
に
向
け

１
０
０
万
人
国
会
請
願
署
名
に
取
り
組
む

▽
賃
金
は
微
増
傾
向
へ
～
全
国
賃
金
実
態
調
査

　

一
斉
宣
伝
行
動
で
賃
上
げ
機
運
の
醸
成
を	

773

▽
労
務
単
価
は
11
年
連
続
引
き
上
げ
に	

777
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役
員
Ｏ
Ｂ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集

特
集
①　
前
田
幸
太
郎
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
中
央
執
行

委
員
長
）

～
自
分
の
信
念
に
基
づ
き
運
動
す
す
め
る	

874

特
集
②　
田
中　
秀
和
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
中
央
執
行

委
員)～

土
建
総
連
運
動
に
身
も
心
も
捧
げ
た	

882

特
集
③　
前
田
幸
太
郎
さ
ん
・
田
中
秀
和
さ
ん
共
同
取
材

～
全
国
の
仲
間
か
ら
支
援
の
手
が
届
き
感
謝	

888

特
集
④　
田
村　
豪
勇
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
中
央
執
行

委
員
長
・
中
建
国
保
理
事
長
）

～�

組
合
全
体
が
良
く
な
れ
ば
一
組
合
員
の
自
分

　

も
良
く
な
る　

職
人
の
た
め
の
運
動
が
必
要	

894

特
集
⑤　
東　
耕
夫
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
副
中
央
執
行

委
員
長
）

～
組
合
で
学
べ
仕
事
も
人
脈
も
広
が
っ
た	

912

特
集
⑥　
栗
山　
司
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
中
央
執
行
委

員
・
中
建
国
保
理
事
長
）

～
全
建
総
連
・
中
建
国
保
は
日
本
一
の
組
織	

930

特
集
⑦　
小
林　
昭
夫
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
中
央
執
行

委
員)～�

要
求
の
旗
は
決
し
て
下
ろ
し
て
は
い
け
な
い

　

唯
一
の
武
器
は
「
運
動
」	

936

特
集
⑧　
佐
藤　
正
明
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
書
記
長
）

～｢

組
織
が
あ
っ
て
こ
そ
運
動
が
で
き
る
」全
国

　

に
組
織
が
あ
る
全
建
総
連
は
頼
も
し
い
存
在	

958

特
集
⑨　
千
葉
景
四
郎
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
教
宣
部
長
）

～
組
織
を
割
ら
ず
に
団
結
が
一
番	

972

特
集
⑩　
徳
本　
茂
さ
ん
（
元 

全
建
総
連
住
宅
対
策

部
長
）

～
常
に
目
線
を
組
合
員
に
あ
て
る	

984

資　
料　
編

年
表　
全
建
総
連
前
史
～
結
成
65
年
の
主
な
あ
ゆ
み	

997

機
関
紙
で
ふ
り
返
る
全
建
総
連	

1073

建
設
業
就
業
者
数
と
全
建
総
連
の
組
合
員
数
の
推
移	

1098

厚
生
労
働
省
労
働
組
合
基
礎
調
査
等
に
よ
る

全
建
総
連
の
組
合
員
数	

1099

 ︻
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）】

｢

団
結
」
と
「
運
動
」
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え

未
来
を
切
り
拓
き
結
成
65
周
年
を
迎
え
る

▽
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
求
め
運
動
を
推
進

　
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
対
策
に
取
り
組
む	

843

▽
予
算
要
求
行
動
～
現
行
補
助
水
準
を
確
保	

848

▽「
住
宅
建
築
関
連
技
能
者
」
能
力
評
価
基
準
が
認
定

　

応
急
仮
設
現
場
で
技
能
者
登
録
を
初
め
て
義
務
化	

854

▽
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
見
直
し
、
負
担
軽
減
措
置
の
延
長
求
め

　

60
万
人
要
請
署
名
に
取
り
組
む	

857

▽
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
～
和
解
成
立
が
進
む	

858

▽
協
定
は
全
都
道
府
県
を
カ
バ
ー

　

レ
ベ
ル
別
賃
金
を
初
め
て
導
入	

861

▽
点
検
商
法
か
ら
市
民
を
守
る
、
災
害
対
応
力
の
向
上
を

　

重
点
に
住
宅
デ
ー	

863

▽
訪
問
行
動
を
旺
盛
に
展
開
し
仲
間
と
の
つ
な
が
り
強
化
へ	

865

▽
平
和
を
守
る
取
り
組
み	

866

▽
新
会
館
建
設
が
着
工
、
名
称
は
「
全
建
総
連
会
館
」
に	

866

▽
諸
運
動
・
活
動
に
つ
い
て	
867

▽
佐
賀
県
佐
賀
市
で
第
66
回
定
期
大
会
を
開
催	
869

▽
処
遇
改
善
、
諸
要
求
実
現
へ
決
意
新
た
に

　

結
成
65
周
年
を
祝
う	

869

▽
各
組
合
の
取
り
組
み	

870

65
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会 

参
加
人
数
・
主
な
来
賓	

1100

全
建
総
連
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０

～
５
つ
の
重
点
分
野
の
推
進
と
実
現
を
目
指
す
た
め
に
～	

1101

全
建
総
連
綱
領	
1122

歴
代
の
全
建
総
連
中
央
執
行
委
員
長	

1123

歴
代
の
四
役
専
門
部
長
等
の
一
覧	

1126

全
建
総
連
定
期
大
会
の
あ
ゆ
み	

1156

全
建
総
連
・
加
盟
組
合
一
覧
、全
建
総
連
関
係
国
保
組
合

一
覧	

1158

あ
と
が
き	

1162
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